
​作成日：令和８年３月31日​

​学校法人うつほの杜学園　​

​理事長　野田　恭子　​

​令和7年度事業報告書​

​標記について、下記のとおり報告する。​

​記​

​令和7年4月に開校したうつほの杜学園小学校は、令和7年6月に国際バカロレア（IB）PYP​

​候補校となり、学習指導要領及びPYP校の規程に基づいた探究型グローカル教育及びそれ​

​を実現するための学校組織を確立した。​

​1.​​児童数について​

​1-1　児童数の推移​

​令和７年４月１日時点：​​15名​​（1年生6名、2年生5名、3年生4名）​

​令和８年３月31日時点：​​16名​​（1年生6名、2年生5名、3年生5名）​

​変動理由：​ ​①令和7年5月19日付、2年生1名が県立南紀はまゆう支援学校へ進路変​

​更のため転学した。​

​②令和8年3学期より2年生1名、3年生1名、​​合計2名転入​

​在籍数表＜令和7年度末（令和8年3月31日現在）＞​

​学年​ ​定員[人]​ ​在籍[人]​ ​充足率​

​1年​ ​25​ ​6​ ​24%​

​2年​ ​25​ ​5​ ​20%​

​3年​ ​25​ ​5​ ​20%​

​合計​ ​75​ ​16​ ​21.3%​

​1-2　令和8年度入学生募集結果​

​第1回入学者選抜：受験者数 7名 / 合格者数 6名 / 入学者数 5名​

​第2回入学者選抜：受験者数 2名 / 合格者数 2名 / 入学者数 2名​

​第3回入学者選抜：受験者数 2名 / 合格者数 2名 / 入学者数 1名​
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​1-3　児童数増加に向けた令和８年度の取り組み​

​次年度以降の入学希望及び転編入希望の問い合わせや見学、体験入学が増えてきて​

​いる。令和8年度は令和7年度の入試広報関連の説明会及び体験サタデースクールや​

​短期スクーリングの経験をベースに、更に県内外での学校説明会等の実施回数調整​

​を行うことに加え、本年度以上のSNSやWeb媒体を活用した発信及び広告の強化を図​

​る。また、地元の児童獲得に向けた教育関連イベントを開催する他、サマースクー​

​ルやスプリングスクールなどプログラムを充実させ、地域とさらに連携した教育移​

​住のプロモーションを加速させる。これらの広報・地域連携施策を強化すること​

​で、次年度以降の児童数の着実な増加を図り、安定的な学校運営基盤の構築を目指​

​す。​

​令和7年度実績​

​学校説明会・体験サタデースクール​ ​：開催回数８回​

​オンライン学校説明会​ ​：開催回数８回​

​サマースクール　　　　　　　　　　　：開催回数２クール（5日間/クール）​

​スプリングスクール　　　　　　　　　：開催回数１クール（3日間/クール）​

​外部合同説明会​ ​：出展回数５回​

​公式WEBサイトのリニューアル​

​SNS発信​

​　Instagram：1,224フォロワー​

​　FaceBook：436フォロワー​

​2.​​教職員数について​

​2-1　職名ごとの教職員数​​（令和７年度末・令和８年３月31日現在）​

​校長1名、副校長1名、事務局長1名、教諭4名、養護教諭1名、栄養教諭（パー​

​ト）1名、常勤講師1名、外国人常勤講師1名、授業担当講師2名、地域教育サ​

​ポーター1名、事務員（パート）1名、給食従事員（パート）3名、臨時バス運​

​転手2名、［業務委託：事務員3名、広報専従職員1名］​

​直接雇用計20名（その他、業務委託スタッフ4名）／ 総計24名​

​※学校法人理事長1名を除く​

​2-2　人数の変動および補完計画​

​年度途中の教職員の退職に伴い、一時的に欠員が発生しながらも、全教職員で​

​授業を分担・協力し、教育活動に支障がない体制を構築した。​

​令和8年度は全4学年への拡大に対応するため、新体制の構築および欠員分の補​

​充のための採用活動を実施し、人員の確保を完了した。令和8年4月1日以降の​

​新体制は以下の通りである。​

​【令和8年度新体制（令和8年4月1日現在）】​

​理事長兼校長1名、副校長1名、事務局長1名、教諭5名、養護教諭1名、栄養教​

​諭（パート）1名、外国人講師2名、授業担当講師3名、地域教育サポーター1​
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​名、事務員（パート）3名、給食従事員（パート）3名、臨時バス運転手2名、​

​［業務委託：事務員3名、広報専従職員1名］​

​直接雇用計24名（その他、業務委託スタッフ4名）／ 総計28名​

​新年度においては、理事長と校長の一体化による迅速な意思決定体制を確立す​

​るとともに、全4学年化に伴う児童数増加に対応するため、教職員体制の拡充​

​（外国人講師1名増、授業担当講師1名増、事務員2名増、計4名増員）を行い、​

​さらなる教育の質の向上と安定した学校管理体制を整備した。​

​3.​​教育課程に基づいた授業の実施状況について​

​3-1 授業の実施状況​

​開校学年である1年生から3年生に対し、各学年および個々の発達段階に応じたきめ​

​細やかな指導を実践した。教員および教育サポーター等による複数名での指導体制​

​を敷き、個々の習熟度や支援の必要性に合わせた「個の学び」を尊重しつつ、互い​

​に協働できる授業形態を確立した。​

​教員体制（令和7年度末時点）：​

​教諭4名、養護教諭1名、常勤講師（英語）2名、非常勤講師（図工・音楽）2名、栄​

​養教諭1名、地域教育サポーター（食・探究）1名​

​3-2 複式学級での指導方法​

​音楽、図画工作、体育等の一部のバイリンガル教科で複式学級での授業を実施。​

​チームティーチングを採用し、学年ごとの課題設定と共通の表現活動を組み合わせ​

​ることで、異学年交流による学びの深まりを促進した。​

​3-3 ウェルビーイングな空間配置​

​また各教室に設置した支援スペースや校内数か所に設けたフリースペースが有効的​

​に機能し、児童の支援に役立った。​

​3-4 国際バカロレア（ＩＢ）候補校としての取組​

​国際バカロレア（ＩＢ）では具体的な教科の教育内容の定めは無く、各国及び学校​

​ごとの具体的な教育内容をより探究的に実施するための学びのフレームワークが定​

​められている。当校においては探究型学習（UOI）を軸としたプログラムを展開し​

​ている。学習指導要領が定める標準的な各教科の教育内容をIBで定められている概​

​念的な「６つの探究テーマ」の中に適切に位置づけ、同じくＩＢが定める探究サー​

​クルや指導方法、評価軸を利用し探究の授業を行っている。教科等横断的な学習を​

​行うことで、公教育としての基準を満たしつつ、ＩＢが定めるスキルや10の学習者​
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​像を使った国際人な視野と多角的思考力を養う教育を両立している。​

​4.​​地域連携について​

​4-1 地域連携授業​

​地域を探究する授業において地元の梅事業者、林業事業者との連携、アマゴ放流、​

​図書館利用など様々な連携を行った。​

​また地元の中辺路小学校との年間を通じた共同稲作学習、共同音楽鑑賞、ドッチ​

​ボールクラブでの交流を行っている。​

​4-2 移住に関する取り組み​

​田辺市行政及び中辺路の移住支援を担当する地域おこし協力隊と連携し、入学を機​

​に移住を希望する世帯に対し、住居確保や地域コミュニティへの橋渡し等の支援を​

​行っている。​

​開校時移住者数 49名​​（内　田辺市中辺路町移住者数20名）​

​内訳：​

​-​ ​小学校入学にともなう移住者数：36名​

​-​ ​教職員：13名​

​令和7年度中​​*​​移住者数 21名​​（内　田辺市中辺路町移住者数９名）​

​内訳：​

​-​ ​小学校入学にともなう移住者数：18名​

​-​ ​教職員：3名​
​*令和8年4月の入学及び転編入学を含む​

​4-3 中辺路親子連携​

​田辺市行政、地域おこし協力隊、うつほの杜学園の保護者、中辺路小学校・近野小​

​学校保護者と連携し、「なかへち親子クラブ」を結成。保護者間、児童間のつなが​

​りを強化することを目的に親子イベントを開催。​

​令和７年度　開催実績：計3回​

​　　　　　　各回の参加人数：約70名​

​4-4 うつほの杜コミュニティイベント​

​学校コミュニティを形成することを目的にランドスケープデザイナーFOLKと協働の​

​もと、学校の外部空間整備を行っている。​

​令和７年度　開催実績：計3回​

​　　　　　　各回の参加人数：約30名​

​4-5 アフタースクールでの地域連携​

​毎日放課後の1時間で開催するアフタースクールにおいて、地域のサッカークラ​

​ブ、華道教室、合気道、手芸、森林組合、読み聞かせ、など様々な協力をいただい​

​ている。​

​4​​/​​5​



​　　　令和７年度　開催実績：計77回​

​　　　各月の内訳　９月18回、10月21回、11月17回、12月７回、１月14回、​

​　　　　　　　　　２月14回、３月11回​

​4-6 地域人材の雇用​

​給食パート、事務パートなどを含め、地域人材の雇用を行っている。​

​採用実績17人​

​4-7 学校保健等の医療に関して​

​近隣の医療機関と連携し、定期健康診断や緊急時の対応体制を整備している。令和​

​8年度に関しては、中辺路診療所に着任予定の医師との連携協議を進めている。​

​5.​​課題と改善策について​

​5-1 スクールバスの安全運用​

​課題： スクールバス運行時における児童の安全確保の継続。​

​改善策：全座席のシートベルト着用の徹底を支援するとともに、車内における安全​

​確認用カメラを設置・活用し、死角の解消と運行中の安全監視体制を強化​

​した。​

​6.​​その他​

​学校経営運営全般において、保護者や地域、教職員間の情報共有を密にし、児童一​

​人ひとりの安全と健やかな成長を第一とした経営・運営を継続していく。​

​6-1　情報発信・メディア露出​

​開校に伴い、noteにおける情報発信・SNS（Instagram・Facebook）での情報発信を​

​強化。テレビ・新聞・雑誌等の取材も複数発生しており、開校後の反響は大きい。​

​教育移住・視察・入学相談も全国・海外から増加傾向にある。​

​掲載媒体：​

​・ニュースZERO​

​・紀伊民報​

​・テレビ和歌山​

​・FM田辺​

​・和歌山放送ラジオ​

​・読売新聞​

​・日本経済新聞​​2025年9月24日「先輩の足跡​​」理事長取材​

​・NHK　熊野古道特集​

​・AERA「英語に強くなる小学校選び2026」​

​・先端教育 2025 11月号「新世紀の学び舎」​

​6-2   受賞​

​Innovative Learning Award　​​空間デザイン部門　準グランプ​​リ　受賞​
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